
 

 

西南学院大学における軍事研究に関する基本方針 

 

 マタイによる福音書 5章 9節において、イエスは「平和を実現する人々は、幸いである、

その人たちは神の子と呼ばれる。」と説きました。 

 西南学院は、創立者 C.K.ドージャーの遺訓「西南よ、キリストに忠実なれ」を建学の精

神とし、キリスト教精神に基づき、「真理の探求および優れた人格の形成に励み、地域社会

および国際社会に奉仕する創造的な人を育てる」ことを使命としています。 

 このことから、本学において行われる学術研究は、平和を希求し、社会へ奉仕することを

目的とするものであり、それらを脅かすおそれのある、軍事的な手段による国家の安全保障

（以下、「軍事的安全保障」という。）にかかわる研究は行わないこととします。あわせて、

軍事的安全保障を目的とする研究資金の受け入れについても、これを行いません。 

 なお、軍事的安全保障を目的としないものであっても、研究成果が軍事的安全保障に利用

される可能性が極めて高いと考えられる研究については、学長の諮問にもとづき、西南学院

大学研究倫理審査委員会においてその取扱いを審議することとします。 


